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巻　頭　吉

敵甲大野年末

「缶のエヒもヨ琴」． オリ工ンスも誕生次康藩ヨ年を感渡した。 鮮卑亨から痘

苗異境に碑躍野は発展をと腐噂した状…－・…一一。

威武単感に顛加としてガリ紅涙厳が髪来し、友痔咲来席菌につぐ腐窃∴テスト

求チ雪上ご夏鋏み、冬休みも直上すると云う夜来で、クラブ妾動を直り上－づ塙に

は余りにも多忙であった。これも客力向上のためとあれば敢てせんずるべきだあ

ろう。

ぞれ空も伝統の灯をともし矧げようとする都轟はじ妙野鼠の心から放る熱直に

より才年号が発刊されることに放った二と庭鼻ばしい取りごあるむ

「アラブ着噺ヒ療何か」疇ノてこういう敗同に柑え石部泉もあるだろう。 ，その

時はじフヒ日をとどて蕗ぎにし日々を憩いだしとらよい。グラブ盤でめ楽しい果

し＼¢文化祭を動じとする巌束や坪別。虹組判定。 放れ註い曹つきの顕歌鐘観察

寒召放ビ。

或療史崎象一一一一一一か東棟簸コーズの髭行啓。・∴‥良しく山番色彩3掛努の庇の

数々C婚ヒテ、ゾポヴエリは風車ごあった．）の天然の宙を鼓し、吹くノJ＼潜め輝。薗至

に者いたのどをクるよす畠落水・・。

これら感おそらく学藩時代乾き離し、に映しでした心のブイルムの一男紺一朝とし

こ碇経に刻み込まれてし＼Z自こらがし、放い。芝二にクラブヒしての窟義を髪いだし

たら志と＼C・総枠打研究磯楓等ヒ麗潤して産毛しく準える一蛤野は受亡ぼし＼ぐ・

走る老残石巻万感奈々とあろうが、東学耳は一晩とグラブあ忽乾を図るべく席

と、2賢、／隼の薗鮭空荷むニヒごある。

償却3g年／官／グロ
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＿　　． ・・・－． 、、　　・、、・一二・二・・　二二　ご‘一、、

く衷乾鋸膚〉至のぼ、りヒカ＼げ＼

J神経のaP中gのし且接P中go舶用

（けム言」言）ひeつ⊥）

神髄諮轟ノノ＼菅山′智美大愚者に分布する，麻薬2タ0′祝ガと邑超えるものが

犀川、層庄長く体長の㊨功式にぞ肌以上に逢し、屠瀬は来るン卵は大き

く、呵席は尖らず、刺庄対し主訂政江よく莞壊して潜は牽く、まく樹上に

のぼ、るU秩圧政靖の失った老骨状の隆席の怒る席が屏罪状に法ろば、背部正

中樹上添って賂歯即座私が摘・色彩匪閥は態によって敦舷L・帝噂

色乃至疇庶色、票噂亀の不有刺庄野状の塵肺か彩り、曹朝野戯＆照煎色のヘ

リ邑もった索色の町慈し＼礫が級に乗る，展帝ヒ田歓に圧密淘邑帯状敵組があ

＼
る言曙釘は玖色、噂蝶番に敷瓦邑を幣がる．埠頭硬属・声に紋色、画題が樹立衝く、その部舟は埼喝色巧空耳包駐空耳
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CS）

，・・‥・ごて：ミ

ヽ
年目のはじめに．新つ＼野生の歓迎を腰ねて私産生物部薗日時家への採集を試み

ました。
、

その日は鷹夫で欺儀にはたいへん都会のよし＼日でした武、琵巨敵かわリヒ盈かっ

たガで、雇ったよし月ま壊集で誉乱、怒廉と掟フてしまいました。しカ＼し壁はど二

まで若者く∴噺家か、ら．はるか窟疹彼方亡者界身がうか元老引届ように髭え、ヒ・

乙もL、い鹿足ではありました。また崎腐－ノ上奏噺の競れた旭、草地醇．岩汐と

諜ど）二はチッ忍ヴエリがヒころ也ましこ至きみだれ、その光景は非醇に印象即訂

ものでした。櫛引ま秦しかった一日を放泉や怒生産と諺し注がら／入寮から名瀬諺

ではノヤ穴で澗計上ました㍉

空也まずはじめに、日野、参加者名、準備病巣について軌、てみます。

国野毛薗一一・一一癖腰一一小湊の臆物、酷泉の耗最

多却者緻蘭大野先生南乾生・

鰭，生野部蚤／合名Cヨ萱に乙各、ヱ畢／＃石、／箕2葛）

準備両翼洞礼．せんでLlぼさみ．叔lまリ．補数網ノ三鞄載．磯事瞥

ご続崎象塚集の感想，凝解葛を速べてみましょク。

／百が：かリご4縛ヱグロ午蔀ダ噂ノ本渡々嫁を出資¢芝の自由軍の臼におとら江

Ilくらフし－の凝集に座右ってこl、の日よりごした。・しかしいざ山嵐にさしかかると

渡れ彦い也Llか、みん許の定ビりば時淘がたつにつれ之はガ＼どら打くぼっていく

よう空しだ。要れに古書して人数βある酢につくま空の水、の欲しさ．のど鋤わ

ききったよう空、人跡ことっ乙水がどん訂ヒ腔要謀をのき砂茅か、再三患い知ら

されました。その陶の凝集物は参観人が東泉したの後顧向の忠生に．名前や、ま

た時にはる薗のぞきだ由来！元の患励偲府の性質などを密あて至れ琶喝恕すると

．
＼つた方・まで怒った。例えば．叉ズビトノ＼ギというの蚊．芝の魔手在官んでいる



CJD

哲が麗人の足Iニ玖老いるとか、サけノヾサンキティは東がサけの寮に叔こし増から

Lかlダマラグ息地中に凰茎をもっていると中、またアマラベはかえでいると甘

い味がするとかいク密謀で悉した。 ぞ弟を蘭11乞、ぽんとうか紋七思った風塵は

アマシベの心境を＿祈って、かんごみました。 すると探るほどけL、夜が幸恵に感げ

られました。 1でもダ‾し貝椅雇とぼってすく、出空だしこしまいました。 それか、ら紫

色つけて凍泉すると、ララダマカズ亨の巽は白くて丸く、リェヴキュウシロスミ

レめ尼蛙、私達． 水蜜鼠藍． 端でみるすみれの把とよく保て日義けれど妃の哲也白く

こ、甘るほど石前勿とおりだ葺七患いました。
，

乾生に蒐物葛などを考叡訂がら感じた∵二と＿蛤． 皇財部晩ごある私産が、あまり

ノ
にも種物名、乾改革、こういった生軌二嘱する縛幾夜もフこし＼碁ものがダ倉かプ

たとt、ウニと・一’ごしたむその酌へらし、受L、考打生物に何する事腐乱おおいに酪盤や

参者啓で蘭べようと終ってい讃したが、つい何ヶ官も・の蘭のん探り過ごしてきた

車を後藤しています。

萄顧∴－臓原句線遍路が辣帯で玄くく、炉空やすくもあり貴したが、一一万晴夜

－・小湊嘲故山直竺わつたの竺狭くて牽くガに不頑を惑打∴要した∴Lか、し山のい

たるところにテ、ソポウユリがいっぱし点いてこい乙永当に私藍色夢に三芝いこむよ

う訂大自然の果し空にほれぼれLました。
全く官麿の中に－喫きみだれているユリ

の腰をみていると、やはり暫酷の中に咲し、ぺことる方カご訳ノたりした感じ、がして、

ふと侭の中宜、どこかご画しlたことのある「▼野。 刀亀は、やはり野におけレンゲ’ゾ

ウ」という可が敵＼ちかべら肌ました。 このように∴雁撃必中から顔色の牽かせ

てL、る一輪の舷に痺庵を感じ、る二との空きるのは、盤財部鹿空狂いと、とこう乞日

東わ左‡訂い気椿だと古越解れました。

ただ空の臼、虹彩密の一束ヒして或息に彩ったことば，全蛍が参ガ世が、少数

の人々であり、また新入生歓迎もかねている米度会であったのに、一等が少なく

ぞオ＝こ焚軽度がわずか牙魯だけだったガだiビぼ空く顧われました。 これから私産

の生物部をおおいに寮監空也畜ために、音つと喜フヒみん紅が生物邸鼠ヒしこの

自覚を喜っ三好塵して行くよう相がけてぽレL「ヒLlウニとでした。

く凝． 野毛〉

額子直物

′ト㍉‾レノナプ二寅年tem∫a。 j碑mTcaThulb． 〔きく魂〕
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1

三二二∴二二∴∴三二二il

監画∵∵㍊㌦詔

も／－ノ’‾‾～′一′‾、

／タ占∂隼／ク再／EH寸毅大ノ魔人による熱帯医単研乾啓が創註され、この

度どすぼらしい鋤が署成した。 芝ここご畝巌二二人は熱研色薗画し、奄美β嵐土商

であるプィテリアにつし一之いろいろとたずねました。

詔直つ雷讃「

駐車ブイヲリア仔軟の繍ま軍政／β薗尿嘩午前／′一）2時の噺に珂た皮より

家虹したヨ窟濃厚要務標本を乾疲後溶紅さ吐てギームザ旗色象放し． その胤こベ

ングロフト渡とアレー馨め銘現を日射としてヘマトキシリン東宮ノメチルグリン

・ノアイUニン束色数訂した。

ミグロフィラリア（プィテリア糸・粟敦の停玖）にプいて

ィ．午後ノ0時から夜半にかけて泉刺虹管に多数放出されるカプセルの中に入っ

た玖さ3′～4ミグロンのノ鉱泉矧二醇生す否ブイテリアをを寒す泉状封切

車＿－． ‾’∴

ロこの侍史且大分細でlま親政にぼら狂い。 芝の仔繋が蚊を線合して暁の体内

で感染洩〔プィヲリア型骨盤封こ変る。 そ新色吸水再再、を刺した埼ヒたま

たま環八する。 ，ぞの感梁虫が人の底粗さ成垣に訂リいろいろ放プィヲリア在

米． を翠す。

ノ＼前にのべた伺壊こ夜／8癖から夜半にな． ら抑ナオlば溝． 滞虹暫ブイテリア仔泉がこ

硬直されか砂とJウニL何故磯を感介し設ければ威薮軒二変化して人座

席ぬき成虫に江ら机1かば会の． ところ瑠らかごは注し、。

ブイテリア症状

／、糸＝状軟性熟樹乾きむけがこしこふ萎えてゴア～≠ク度の穀が息に出石。
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2．乳展（血）尿次のとぎ’汁みたいに白く濁ッたものに血夜が貢ぎった尿。

3、夜宴水腹ニラ孔に水がたまって大きくなる。

4象夜轟∴乳拡象の鼠の風の志クにあっく計るヶ空の理由はリンノぞにプィテ

リア来状取水つ象って如来め後巌を敷くするからである。

よ藤巴慶應各顧客のリンノモボフィラリア掻盤めため開銀されではれる。

次にこのよう打ブィテリアに感菜している人々を都肉、訂蘭画腐、療魂と薮に

表わしごみました。

惑束求泥（蔭楽大過醇埼）
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大 l軒 都 城 村 之 ／タ 古才 2 β、身
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痕 ．　　　　 融 液 ・象　 人　 見 仔 潔 保 葡 老 仔 異 凌 出 挙

康　 一東　 都 2 占 9 人 ．2 人 ク、7 ％

愛　　 媛　　 県 ．2 ／ ′ ／．Z 占 ／ β 3 ク、ク舌‾

長　　 崎 ‘　 壊 ノ ダ 占．3 皐 夢 ，たグ β ／　 － ／、ク衣

虜　 監　 薗　 県

上富の県磨け水痘廃したといクわけではありません町

議だありましたが蘭査レたカ、だけ参考に上げておきました。
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鼓の漫り大崎では感豪華が最参衝く／才、占％を旨め乞います。

このように多いにもかめ＼わらが3、本等締まではほしんど診療らし． い玲庭も葺

き郷Zおらず、また大々のブィテリアに河‘す茅知鮎ぞ弟ほど商去ってt、獅＼つ

た夕空れ欄研創立咲来ブイヲリブ斗○吋す茅予防と冶濠が大々酷‖こ脅殺われ石に

つれ宅、人々、の軌瑚まズ習ノに商まって東芝いるい承たち阜早く二離らの尿上帝が

放く灯ることを1邑んでし＼ます。
敢後に賓叫を凝朕して下さった薗虜床に悪く感謝します。

ちょっとした突．験

三　蟹
改　定　好

私重美密由／ダム之牡／肖7日、打者か上敷節研兜餌よりある親勿中にうっさ

射た。ぞしこ、私産夫婦且その永い潜宅楽しく恩らして掛りましたレ働く、／‘詔

！厨日に寮が乾んを「まった分です。 音′〔と封こ二悲LL亘lfクでしたr空弟から由

私！人の蛙超と灯りました。 そ汐上、就き男かどし＼巨引二物った♂さす。 というの

は、拘者か′分カ＼ら注し＼水丁‘×患．＿1とつノよう、老ガT久慈」武、あ蓋ヨ∴飲水に宿

し雷の細狂混ぜたか竺オ私良二ク号つ猛虎衣紋館長重い上層っヱいまレたノ劣、

やはりがまん薫き甘く放りいとうヒう包現．
曇しまったので才。 しかも誉めえ生水

つぶやく！これ’‘－カヅオブシを′／細存翠漉｛′察犬と凍り、ゼ弟芝かヰ上、喜一日露そ

のままとして充て上、いろいろぼカビ孤老鼓した，そカヤ′か脅し棚だを、赤、に如

し・． ．
・、ノ・mr・、

芝うと二と＿ましたか主仕だ庄七、いつ芋のように澄らしこし＼き「たレLころ状／カ

再選耳苺と∵珂グ）患が滋耳感浩二狂ってきた。ぞ九空車とかし＼乞み曇と㍉痘出現小二

きたのです。がっくりし打水らモ〆盟瑞、かし1て虹を出し、かい老麗老弱レ「こ

し増すと耳の炭窯が∴もとのゑ覆． に甘プZしまいました。 え生水鳶実了葛1ビ∴

う打ったのカ＼よく会ら大農一、もクー夜爽駿しこみよう」とフノ東やい乙いるの曇‾う

よ、私は早く凌げなくて蚊放りま吐んク倉せ、プ亡、今夜広しっ麿が甘く炭、ったら

大変ごすか、ら忽－‥‥え′ぞ一‥‥私虐観かって∴値ら且ら診戌かわし、日ノ＼ソガオズミ

さすよ一一．一一一一一一一ハ、yノ＼ハ′＼
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僕は、三の紫駿において、バツカ不でミのすがノゑ七放ったのは偶然ご癖謀ハ

（つまり肴ガビを飲ませ放くでも翳が埠に訂香とは患え庄いつと考え、この後

毛髪靡老密けてみようと怒っZいる。 又カビ親だげご放く疎む臥ノギグテリア瑳

V
芝の健を混ぜて、飲ますか． 敦射して乾唆す畜のもよいと慮ク。 又、え教をかけ

るとか、シリケンイEリの妹象衆打ど定跡＼て奥験し之もおもしろい患葉が切石

一二一・：・ゝr

掘入・二部・し強て蛮＋

一撃　森　田　轟　歌

入学式の日だ？ た。

円のぞぼ♂軌1寒会の裏打刀軽に番グラブ紹介の虎ズダー武象りめぐらされZあ

った¢

要れば富うま空音肯く我々覿人生の日放顔中させ、そこぼだちまち新フ＼生の話

し声でぎわめヨたったD礫も欺藍と「どの部へ入季タか一」と放藍と放談レ放状ら

－岬鯨そ諮り汗ンくダーを夏乙まわった¢ぞの醇はどのグラブにも人ら右、いつもりであ

まり軌蛤は古かブたがノー一一お経空参考に訂石だちク．
といった輿会いだった。

償状生物部へ）凄机：美観槻壇′哲かとし1う」、要れば紆単癖が始まった承粛のH

患虹がトビのグラブに入蓋か之謝激し、空が衝上髭藍から巌ヾら射た昏グラブの

くわしい薗増や生首仕争乱謡二弟たことごあ岩。 その時の怒軽の首紫色鰭りこし、、

シど＿、rせ坤事由邸男爵のさがん霞、郡ご、叉よじ皮目才人のあっきり芭ブミ訂チー

ムかヲーだ」と雷われた。 ぞクしけ忠生の部首毛あフたが、、史膿幹男勤初、魔物

めらゆる乾物と壕し誇り合っ老いるのが大必至だったか・ら空す。 好日のたソのは

撃し1毛・の芝、秘刀ニー琴も経ようLしている。 今までの都石動を族省しこ照る

と、けフして諷定のいけるもの芝は訂かった。 芝ウいクより珪全然グテブ石動藍

しぶ、かプたと寄った舟がいし、ん空1ま窟いか、水蜜に情け甘い僕ごある㌣・芝ん窟1こ

感の臆しこし1呑彰のの2尊顔♂中頃から野痩紺の方へ薗蘭の愛息覆遜． いたのが生

物部の前者潮水覇より出来隙くプ訂るのは瞥痕である¢これからは． もっともっと

学婆にグラブ宥寄付ことこれからの商躾敷石を宿意泉に温レたいと雇うのである。
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達∴姦菓大塚には／グ占∂隼′／∂紹ノ日． 敵失′慶大によ去熱軒医学研変断水

蝕狂され． その一理としてハブ生應研究軒が埠頭さ射ている。 芝ちらを訪ねてし＼

ろいろ伺ってみた。

自動まノ＼ブ玖敢宙互葺くすてこヒにあり． 綬泉で、はノ＼ブのた初に毎号j∂∂人

ぐらいの大水車をうけ死亡乾したり鰍け放く訝ったりしていた。 l巌並♂渡醇は次

の寂のようである。

ノ＼ブさ咳傷患者数、魂

象ごわかるように空の壊客蛙草々惑ってきてはいる旗色妹の硬繍こ宜するには

ほど藍Ll。 空の賓減の方濠は三分、矧ここ1分かれる。

のハブに喝する生物学宙研兜

②ハブ壌感鮒巌の輿漉

β）東証治療の凍戒について

ところでノヽブに爽去就た藩命の応急範鼠として理在庫蘭されているをのはED
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TAである¢二才はEDTAが二二億金属を政敵する二とは知られていた。 要れを

同じ、ニ佃金属をぞあやに包むハブ峯〔ハブプロテナービとし＼い蛋白貫き分辞す去

酵東である． ）に鍍紆してみた。 このEDTA星カルシウム最にして軸に臥す

ると壊鑑や摩れや轟痛を聴く、ことがごきるが、これは鮭懲興産東空あり． ハブ象

の敢変国手の梶田を密どことは空き81しそ弟だ填まれた埼命は空きるだけ早く

ニオ狂擢巨1すぐ虹蘭を鼓射し叡藍宵亨のl∋たらき空くいとめ3度要がある。

ハブb生働働鱒健を述べてみる。

應凌ハブの全豪は泉アジア産のノ＼ブ局中で毅夜色示しその他の塵顔より参

はるかに長く2刑ごある。

藤哲・∴金ノ＼ブ． 嵐′′＼ブ．．紫ノ、ブノ未ハブ． こ離者は線色の麦巽芭あっ乙俊文

ぼ成功による廟塵空け凱＼。 疲教の変私痘頭蒼空あって． トガテハブ

及がヒメヘブに虹療してきわめて東低に富んでいる。

尾尾はまきつく牲魚水あるがTr間er5． は「止5’師α7期eはS　ににべて

けんちょで訂Ll。

寿線審線は皮膚におおわ弟Zい石めき外紆からは倉ら机lボ寿牙の叔羞即

ち頭部両側ご取の少しTにある。 ハブ勿春象は境によく秦直しZいる

のだ頭の後野口帝都ヒ怒ガ巽噺こふくらみそのため蓉蛇の典型船倉三

再頭と訂ウニいる。

を液和佐放お討たやや不虚弱訂池夜ウ／画の出容量はノ＼ブの大水仁より

要なるが∴正軒灯、状態の堵合虞玖∫多へノ／、β伊でまれには人∫多を敏

也するもの書方3。
．

次にハブの行動についと述べてみると． 在はん性状あう。 夜行鮭悉‾rαみのk

か吏目頭拙守㌦一プご診る。 凶拳柱渡来ヒし＼ちじるLll攻撃性芝もちノヒメノ＼

ブとは著しく鼻な一義や

食材は脊経動物の各朗にわたっこおり／グ醇2∫慶上皇レ． ハブ廓中空轟も多

凌薇の食餌動物が知られた√ノ＼ブ膣ドブ券ズ≡席の穀老有力訂天歌登あるク食餌

功野のうちで穀六の働卿はアマミノクロウサギ空ある。

者郵席は番から氷に風説紅顔府最期爛さあ各がノ閻琴芝温げての野外調査＿によ

るデーダが訊＼r東和の夜陶たおける顕患庄若潮をレてtl萎・のは2β疇前後であ

る0

日臭盤は鹿敏で． ハブ如きらクやクノ好んごよってく3もの武あるかピケか嘘

日下研変やr当潜の大々がよくハブよけとし． てゴムを燃やしているの象みかけ急
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これはゴムや魂廣寓空． のまま芝、！づ全射て粧、息凱怯、二離らを賦やすとすべてが動

軌二とって有昏灯鼠液酸がズ衣港蛙守る功だノ＼ブ苦． 産能亀にきらうむぞのため1二

二のよう打方速がおこなわ弟でいる。 夏． ガイヾ一子トやぞ弟を慾やして登生す萎

アセチレンガスもきらケ次訳定的財力也段目。 カーバイトの匿えかす（永軋カ

ルシウム）も一・一紐の避軒家はあ畜ようである。

このほどノ＼ブ生鴬研象軒に立米打野叡ノ＼ブ研究巨－ムがつくら射たpこれ按ノ

ノ＼ブ分留祭紅旗音色観衆LZ少し空音ハブの宙を甘くぞクとする醇竹芝つくられ

た。
叉ノノ＼ブ． ク野生暦厳等芝姐ようとここを訝れる人は麿えカ1㌦

泉後に二の醇増を夜飯し士下さったハブ珂財酌如、野乾に蓉く感薗はす。

おもしろい事

怒東大． 身にプクリンチトビランヒいウ殖解かごあるCもちろん本幻二も虜る〕。

これをいろいろ訂厚顔があるかこその一二フに外側水蜜色のすじのある杏♂亥診る。

ぞお客か／釘のよケに二藍太すると草色のすじかとれて㍉鹿儀のものだけが湛え雌

こくる。浄2回のようにしたらどう訂石だううカ＼♪しかし著′3囲みようにしたら

同L†とある。又撫ぜオノ亀のように7㌢否のだろう。

＿三二「



模試コケ類に粟味盈もち怒めたのば． 萄故一年の春凍みノ部頭計石によフて甘

惑9日の穴薗一財産靡親行の時空あった。 凍亀芝一間L打水らノ直々いろいろ訂

蜜萌のコケ色鼠クけた。 ぞ刺ま歪コケ按曹漫の寒め湿った斬首どに見られる車の

キ
ばかりだと怒っていたの否ノt、ろLl石打コケをみてこれはお毛もろいと暦日． コ

ケヒつし一之の専打者は打いかと後で裸と． たがノ軌＼ヒ＜固寄墜Jこも生物教室にも

なかった。 芝九だ教室にあったr理埠実家図解大事典JC全国数密図書放束会社

）からノ樟集方壕と審理にフいて知ることができた。

ぞれ芝はコケ類． の扶東と審理にプ11て並べこみよう。

関巽∴ナイブ． 単打リ包丁． ピンヒヅトノ野牧． ルーペ． 上ぶた式胴乱

株廉方凄

ノ、新薗顔で電照軽つくリノ牽掟rり芭丁でノたこ厨宅研」蘇∫1初zにコケをと

1上額にせんがこい盈落され、よラ藍患しなが盲人弟矛。 やや大きめかゴケ

ば一束ダフとっZもよい。

ム
○渡島薗健閏の邑範玖村叶かた

すみかマジック空
番号を善い之おく

慰〉

断固旅で軒もって虻簡ほっくり、ノボケサト
やカベンに入れておく

0凍集のしかた

瑳阿り官丁でノていねい

にはがす。土は夕‾しつ・もゝ

之もよいe



l∴、′・）

之． 鹿渡じ雌腺をとる。
．
畜渡は姥番′渡諒． 歴状体。 タカ石亀の． 解凍はせん

噌ノ世人瓜－のついまいち東金於も顔色嫁泉する。

○ズギゴケ数

膿

性

　

髭

　

偶

妹

ヽヽ

○ヒニゴケ壌

3、野幌には壊奥地′皇帝放題（腰上． 地上ノ水中． 樹上訂ど）． 凍寒彗育

ち． 徴集各を記入する。 また哲教の番号に合わせて． 採集した吸に野硬に

も番尋をつけ古都ちゃうと砂とせ落理しやすい。

腰太楷武

／、ルーペを固定レ． のぞき諾伏らピンとヅトごノゴミや土色とリのぞくク

柩ヒノ〕＼さ打破解がまじつて生えている二と状あるの芋ノこれもきれし月こと

りの空く。

2、款にひろげかげばLをすう。

3、形の大きい葉状のコケは． 新聞歓にはさみノかる＜叔ごおさえておく（

恵もしぼのせ凱リ。

皐、官で鯨J二入れてヲベJレをlよる。



0 坪 博 通 摘 発 も 笥 こ 今 津

r L ．
一

「

一
咄 Q O 漣

一 一

1 T b も 9 3 ㌧ 心

臼

韓 国 筒 圃 ㍗ ト ヰ 吾 や 謡 「 再 ン き 再 醇 八 〇

画 餅 曳 浄 ヰ 似 ド 悌 箪 殖 組 祖 師 両 群 派 「 良 二 賦 対 身 障 、 中 元 ー 丁 も 努 〔 ° l ｝
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只 苫 〕 ヾ 〔 〕 「 ノ バ ～ 無 さ 鞘 〓 ド 固 号 r 臨 み 再 単 年 は 。

漕 黒 古 ・ 「 亨 ・ ∴ ∵ ∵ L ・ ∴ －

＼ ． 発 ． 脚 、 柵 S や 汽 賛 花 々 瑚 哉 こ 虹 け d 由 だ 謡 画 料 ∴ 霊 草 〓 き 唇 阜 堕 叫 雷

駈 け 〔 「 再 二 N 牢 部 や 善 再 拝 か 細 菌 「 時 ㌻ O

b ． 謡 蹄 降 細 、 乳 二 筋 障 瓦 も 神 永 画 領 喝 け 0

無 ． 直 売 箪 浄 弐
∴ ． ． 言 T q ．

（ 現 轟 森 〕
＜ … 最 … … 最 舞 V 驚

（ 薗 醇 陣 も ル ）
（ 婦 溶 障 克 ）

い ∴ 了 「 ↑ ・ － ・ － ・ ・ － ・ 撥 幸 人 － ・ t ・ 1 － － ・ ・ 帆 ． 隷 争
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弊 三 相 知 遇 廟 芝 W 裏 蹄 ㌣ 蛙 ㌢ 無 辺 轟 〔 艶 叫 ． ‖ 増 減 漁 溝 布 陣 苛 芳 郎 ．
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占．羊歯温招じの弓が吊は． 鮮沓幾曇は配偶体． 状大きく． 塵． 籠体也配備体に

密生しこい嘉が藍に羊海億劫空患ノ塵触発凄＿レノ配備体は魂正してい

る♂

○ズギゴゥ現の生者史
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ノ、弓把了

2、粂米体

3、泉水藤から貯水
至る

≠艦腹配偶体

書、雄健配備体

占、泉郷蓉－

7．
蔵媚患

身、嫡子

9、野球
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G日払

髭にコケを数分万石とき炒めぞすとでもいりべきことを述べてみよクタ

玖∴軟風／∂倍から2β倍のノレーペを健ク。 僕は． ／β倍と2β膚のレンズ

のつし＼てい董解剖顕微鏡を硬クこととした。 これだと也察するのに都合択

よ「㌧

殊． ピンだ吋上棟の老ク王君芝はずレ賛身形を疲凛す多。 度伊形成凌葬と

よって、ぞ離されだいぶ弓状っている妙で鼠かけるのに徽立つ。

C、鮮噌ノせんがい． 聡芋のラ分彩色摩察する。
、

ld、辟雨水コケ太体（配偶妹）のどの郵合切＼ら出こし1るかを簸る。 僕水密衆

したクちさばJ未森の魁からきてIlるもの′畠中のわきからでそいろ毛の

．

棟根付巌からZ竺Z」1る寺のの3度確あ萎ようごすt

e、空の舷，液かわかれかた． 一本の本体から． 鮮親水一本でこい李か㌧ま

た数東芝て11着かをみる。

贅後に． 株泉したコケ芝目くつか紹介して去二う。 奮理が芭きて合いものや、

株慶して吾． 保留不十分、のために甘く． ‡㌻ったりしたもβがあって． まだ十数凄且

どしか固定し一こもらって注し、。 摺乾す到二あたのノ固定して下さった暖叫乾生に

醸して深く感謝いたします。

広にご再Ma汀地雨危Pの畢押旭． L，（ぜにさけ卑ブ

・杏ちごけ8度ヱ乙加法伊都Pe加え．
仇tt． （うろこごげ巌）．

・やわらクオぼごけ巨履鈍㍉恥山腹′L・（うろこ也こごげ希ユ

みどりせんばんゴけ〝eT∫通． 再r用心伍． 丹ピd炒∴Cせん1才んさけ埠才

かぎばにわすぎごけPogβ融山域■吋凍れ仇ノLL机軌（すぎご炉希プ

し′ろ水ねまゴけβわは刀と盈増e刀とど止机． L． Cか聖ゴけ卑）

か必至ごけ尺九7zpgβ花7〟孔ログZ／盈孔〟卯．」虎，C． Cかのきごわ凋尋

おお封葦うわゴけF如ide花SJえ戸川JCがノPOZ． gt佃は

Cはうわさ脚酎

おおばちょうちんさけ回礼h勃1昭のム如拙孔． βど5Cん．

（ちょうちんご鴫）

二つぼちょうちんゴけMれr比珊trlcんク加盈乃e∫． MLtも．

Cちよう毎Åごけ埠J

よおしノつぽごlナDic加仏刹がP搾れどれ∫e． 8g∫rん． CLサ鱈ごけ埠）・

PJlの¢刀βい5の摩損力書⑫ニ薇



LJの

ひつじごり

つカくごけ

くしの膣ゴけ

みのごけ

Br凌C／乙／とんとC／〟胡孔βr／ど7L相ノβ¢5Cカ．

C劾あき癒ゴけ司⊃

ロ75亡7chOPわ′日は机Ma沌Ar揚eノ白だ5こん．

（あぶらごけ痺⊃

CtPが正比例C∂P川和Oは況′軌比． Cは石＼ゴけ乳〕

軌頼朝汀か母乳子祝〝Ⅵ㍑ノCLdわ． 〕Pαr．

イワ刀ワシジ三につし＼て

Deは　○仁X eトンX L両e

庵芙左蕗にだけ分布し日本に於ける唯．－の壌巌腔であ萎。 分布按を盈竹芝ある

が．教1ま夕、許’いレ平蛇より山地に多くく． 山地

でもノ森族かこ余り繁らデ． 懲丸腰帝でノ草地

ヒ山勉の痩界面ク人）、叫力追：く〆）泉聾者に争い。

亀新村衆澄ノ本養ノ奉ころ． 円ノ私感軋虹

郊ノ乾酪村ノ大剋村今裟ノ督梗相田凰塚

務の番地で兼泉三九二いろ。 中空も． 患部

村寅里L秋色鱈磯路教が多く曹蕗． さある。

食草はグナナラ泉泉と尼だけである〃駐

印頭取粟の怒鰯′つ凹みや剛薗ノ尼寺己． 止く

の集やノ〕＼硬にごれ′1番争いのば髭喝の皿

みごある。 某史／ノ喝に沓嵐ノ個ずっ空あ眉

が′晦ヒは／∂膚も怒す堵合もある。

幼壌）ま泉質の価軌より平に潜入し． 葉敢

だけを頭して食べるや側転の潜入郵ゴ盤壊

乱と訂リノ体♂武彦L共に大きく円形にあ

げられる〃楽を寸∵る時には肛町を兜の外つて

向け贅をする。 二の脱賓孔C藩人乳〕の大

プチナシの史

ヽ
〓
」

㌢
亀
ダ
・
・
1
7

、
．

㍉
∵

h
＼

齢． 両‘図

空三三中の幼盤の大空きを知ることかこときる。 オ1仏の空き33胃下旬より阜縛



囲タ

）こかけては果実がこ放く． 泉だ尼のためオ2仏の：好虫は迫を食べる。 鹿も戯画＝邑

弁）から入り外部の舷弁だけを痍しこ

ヽ

東大　館ノ♂昭． 古郡耽

めしべ． おしべ． 手厚を食べるクこの

ため． この鰯の幼虫嶺少レカ、型きある。

或塔寺舷の暗鬼とすきヒA型ノ私レて

日石¢鰯化は自分の食べた県東の中否

行窟われノ外部で蠣私することlま野外

空は観察されていZTL＼。
解帝の場合出‘

苛々ズんめふた等至嘱仏する二ヒ状あ

る。 しかし． 璃化す云軋合拉少なく．

ノβ匹平3匹！ 音だめと葺、ること戎多い〔臥

の′観翠の者裟）。

成虫は朝夕痔不惑藤である戊． 日中按米韓

に敏硬さ′とうこい補えることがこ空きか・い圧

しか・し．オオラマウツギ辱め花芭吸塵LZい

る噛ヒ治礪えやすい。

ノ化の或軋う3日下′釘より出象し． 女官上

旬頃より絃ヒ産卿しノ古田下旬1一二按針2私珠

出現し．玖後永風景に産卵レてグ日中留晩．

矛3私が教生する。 芝れ玖後は也触払九て各式デージの幼虫ノ噂が、絶されノ

ノ／掛軒固まを或軟水萄砿し． ／／符丁旬まご者蘭LZl13クノク月中可決後産

押された幼虫由ノぞめまま教範の中で羽冬Lノ3村上甘食せず． 芝の真書輯鑑

して∴∋局下旬から率日上旬に詞イ巳しこオノ化と・倉岳。

域長者陶接薗鍬こよって大部豊いボあ義子喝粛だけ空乾すと∋軌ゴ23日から

2夢且噺′g博は受㌧〉／／日商ノ／∂定圧二は分野／＼ノダロ． ／／日はノβ′へ－・

／28芭ある。 卵頻綽余り変わら訂いが． 勿盤範疇も薗菊によって矢部亀＿つて泉

石。隼、身′－〉占町衆生すると乾わ細目5。

琢郊葡萄鮭中学表徴輸久保郊照度虹の若倍数参宥し． 去年ヒヶ年〔倉敷ご・

ノ針阻陛働葡している）の私の堵寮ごもって． 記しました。



Gの

血　液型　判　定
二草魚つ頸康「音

商家孝代

史化祭の靖に出席測定逐J再一幸ぢました。

血液型判定． は一一珠の醸！ こ毒してみたのですが． 芝の時路ただやリフぱ許しとい

ウニとごしたのき′今皐は大塚打どを諦べ乙みること． にしました。

r血夜観衆料判定」の． ポスター致入口にかかげておいたためかノあまりに脊人

知をエアヾすぎてノてんやわんやの大騒ぎ。 A乳の人がつゴいてグ． 才人もごてノ

血清がどう贈っているカでは放1かヒIC乾したり． ある乾酪の虹泉乳を詔べ各

のに耳を二回ほどつつし、たけれども灯かなか鍬空音かったので． もクー寮教

くつつt澹ところボあまりにも▼虹がごすぎ七困ってしまっ匡∴乾杯膚のウードチ

ンキ色ち吉フヒ葬修してノ璃轟しノ髄脳錦を．
密てこ． 1かえって辛らつだ。 そのと

き甘どはかや汗がごて′恐かったe伺載もしで慣れてくるとつれて′なんとむ葺

く甘フた。 いき希える七． その人には負の泰で仁主あきがノ詰笑談の－フ芭ある。

対艦発けノ／好／ア／一一／′昔日の両日芝した水． その‘2日蘭で政敵型判監督の

政商を／7本も使うというほど大鰐坪票あったレあま力I二も大鼓本多すぎて． 「

小単蝮はあ七まわし」打どじいっZA単生にうら羞潮王立「一一一n－1。

ヒ十二かく虻がLL1文化祭さあった£

空由実に判鮭歯の． 増疑． 方壊放どを盈べてみよう。

0同異

A型Iか薗ノβ吸血帝ノマヅナ敵永． カミソリ． ズライドグテズノシャーレノ

脱垢錦ノクレゾール液ノア1レコーノレノ． C舷に突放した噛めためにマーキェロ

束ノヨ一一ドナンキ． ガーゼノベンソーコ〕

0方・法

を全カミソリの刃を離㌻めに鹿剰定形に灯るよきに打った車のをアルコール

ご瀦督する子要してシャーレにもアルコール・を含ませた艦緯線を入れておき

鑑三たカミソリはこれでふいて．
潔にまた使うようにする。



C2つり

妄デかミソリ芝野た及をかるくっつき′尊さもみ露かこら血色だし醜よぎとも

次LA型忽属ノB型地番を一画ずつたらしたステイドグラスにそ玖血をつけ

てか、るくまわす。
二の滞金． A型虹薗二つけた虹色β竪政商にもつけ否の空

ぼくノきた軒LL、軸大空とり魂々につけ乙ませあわす。

判定速は． 次のとうり。

◎ ◎

ニ ◎
鼓：ズチ律グデスの正郎姐軋右舶型鰯　⑳撤しない
人数 ・逸 夜 型 由 人 数　　　 ㊥ 麒 灰匁

十竪 ′P　 ぞ j ク　牢　 乎㍉ 年 々 つ ㌢ 空 ノダ ／ゲ ノ甲 や ノ轡 畢

ご0

合滅

事

故

リ3ク

1 一aZ
l

‾「

I A

合箪

笥

一成グ

1瑠‾

l£Z ・

極 、

ニトlJ

野

∠グ

．37

l、弐ヱ

A B

今

矧 彪
芸F ：

忽大領3∫2番A型、∂∠多

野ヱβア名0型37％

女／4gるB型／え∫％

Aβ型スぷ‾％

】紅衆型＿儀教／、d／

これば日本人の血夜型床教／、∠にぽ

ぼ蕃しいことカミ奮える。 C番人慮珍

虹夜色民衆爆乾草虹泉敢倭的匡レ

方膣「虹鍵，型と学力」を泉よユ



∞

血液型と

）‾‾隼　平　敦　を　暦

二つガも・グラブはわ董グ要ス・の工学対の中軸テズトノ中細テストと猟東テストの

＿． ＿＿《は霊㌢∴∵H∴∴∵＝ご㌻へ
平巧ノ前車が（ノ）のグラブ． 後者訳（之）のグラフです。 中旬テズト′平岡テズト

と二親泉テストLの宰相泉を虹夜型CA． βノ0． Aβ）にわけノ各血液型ノ軌ま

何型ヒ氏色且わかっていますのでこれLテストの恩赦色艶らレ合わし各人のテス

トの枇加えて′その血液型の人数ご割ったものです。
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r／〕βグデブを見ますヒAB型は共訳． 英傑． 酪歯石ノ暫醇甲のように最新画

こつこつと懲放し放ければ寒対のつか許し＼厳科こもいては肱の鉱夜型の平樽見よ

り優れ乙いヨ豆ら「叉． 社食ノ款琴錦イ乳代数． 生野のように． もちろん好日こプ

二つ懲教し訂けれぼ巽刀はつききせんが／一時町訂忽渡も敏感に彩留する単車に

去いては虹珍を険いて一駿に低いようどす。
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上のよう灯容がらをもつと詳しく如リたいヒ腰Ll中将テズトと細泉テストとを

平滑してグラブにレたら紀）のよう灯グラブに灯った。 このグヲプ定見ますとの

カブアブにおいて畜えた車がまったく「そうだ」と虐新吉でき机、よう倉グヲフ

に放っています武次のよう灯細くβと（之）のグヲプから蓄えると麿し、房す。

／ノ． 全教科1二おいて度蕨もA声望武優れておリノ

2∴蝉訳、ノ共催ノ薗乙． 遵食は皆ぼ同じ酪農がでこし＼る。

ヨ、′薫製ノB型で冶（ノ）（之）の貴ぶ大きい状Aと腰． ぽあまり変私が好いロ

∠′′かし上のことば資断定めためにはノきり斬毒は空きま止ん¢

この二二つのプチブから蹟ばっさりわかりま止んガトつ粟妹盈引くものがあり

ます。これ息こβグラスにAβ里庄j名レかおりま吐ん武ノ二のグテズで一番威

厳本隊い大ノ空オ日工吋して一一番或領が怒い大武瀾げくノ巧B型とあります。 文ノO

型は各人の慶か他の型より小さいよりとす。

歌j二対象ヒ缶・っと大嵐やその艦を展レこ去ります。

虹液、数枚禽大束∫ヨ魯A型ノ汐を3ズg％

B敬ノ2名，乙よ♂％

○蜜ノ音名・J／、3％

A8敦3名占、J％

紅衆艶不噴着古を



¢／）

敏夜型席数は／、〟・日永人が／、占芝す粛軍少し率いよク芝すrこの人4と毒ク

頗教は中間型（アラビア、トルコ、ロシア、スペイン〕八3／一一ノ、舌に鑑llよう

－：．
、）．

参考まだに虹夜型應教の永め寿と番人庫の政喪敷度数を東レでおきます。

束廟かA型％ナAβ型彪

自製％十Aβ里％

番人痩冴虹莱麿． 俵教

欧再製

車載型Cアラビア、トJレコ、ロシア、スペイン）

アプリかアジア型

太平洋アメリガ型（アメリカインディアン／オースト

ヲリア土人． ブイリピン人）

覇可塑（蘭画． 親衛〕

繍南型〔海女． 日永）

2、β′・－・），4、g

／、J／・、）／、Jr

β、J・・Y／」4－

β、含／、－・／、β

ク、∠　′一）／、。2

／、占．

丈． このよう打率を奉った醇酪ヒば． 一月B型は頭水良いとかノとにかく血夜型

と蝉ガについていろいろ細きまと． たのき． 責あこのような車に米味見府フ七から空

す¢もちろん一グヲズご珪硬鼻水出て来ると思います状ノ全グテス空蘭べるには

（学務ご虫夜型判定はやてフてありますのご）各個人に要れきれ何型であるか尋ね

放け才＝ぎ灯りま吐大ので－グタスだけや3尊にとました。

対象大塔がまだ多く貯蓄につれて． もっと埴万きりした車状番えるでしょう。
・

昏さん彰． これを読んだ火速をお布引ごなったら虹夜型と単ガを一クのテ㌧パ才と

して葡査定きったらいかがさしようカゝ

／嘲／し　魚　詐
前宙尊（2琴〕

倉か意力＼ユー∈アポあり． 呵空むマスターす否能力がある。 生物方南＝二膣音プ

たし1な＝ほど． 象府有徳にかいで芝目てLlる水芝の艮画． お天気蔓なの彿兇こ在

る言ノか上皇じめど． やさしいノ東男享とはいえ材Llが好青年である。

Cある身とヒ彼虎魚醇〕



勢射象大きく分数Lでいきますと∴髭が才一・一番巨打こ教虹動物を船めとしノ珊

動物・‥‥一一・‥脊柾動物にいたる鳶空／友に分類する車疾できる。 そこき私は教蛙適

材のべん毛異類とある≡ドリムシノでコヴチェヴノトリパノソ～マめうら款も

原幼軋．打ミドリムシにノブいてビけ少しばかり述べたし－ヒ担います。

このミドリムシiまベン毛賀額ヒして瀾戦域に入れて番え各が． ぞの壷由につ＝

て申しますと′ミドリムシは． 両錦がだ円形の軌、単感虚空′彿泥練が訂∠ノ尿

形象だけを椅フこいて． 疎色の貴謹． 束を巷って日石が． 草色′かフ色′県営の色

素色も摺っているt′そして文教酸喝砿檻再を行い． 一本のべん毛をもち． このべ

ん毛で水色むち持つようヒして遽お切で． べん毛盈勤cm聯拗ね打順湘

叶）とよんごいるCこのようにべ、人毛という藍動審留をもってLIZノさらにべ

′く毛の尋毅の軒に食盛ヒ．
恵みがかった腺息Cただ蘭階だけを鼠わけるつと氷す

る宏を威ずる容色をも・っている。
つ

．
以上のことから封切の命摺七人石の空は灯いかと思われるの芭すが′更． 轍縁

家甘ビを樽っている事などから象ると凝． 物と針古い得るの芭ノ部署ヒ施努め凍掛

と考えられるのであります。 ところでこのよう珊助とも寿えら孔墟胸とも宥え

ら射る不敵教材三ドリムシの生息している埠町はと申しますと． 教色をした水溜

りやノ瀕の水． その艦尼次元の水C入れてから‖藍頗「へ・一ノ／∂自序と髭た彰のコ

の中に寺く佳人でいます。

茨痺幣隆（2年）

娩出専属ヒコンビをくみ草や2寒． 「ヒトシ⊥とよべばγ‘▼ヅネ」とよ武神のよ

きp蜜奮敬であって性質温厚． たのもしい男腹ごある。 凰二は一つ椅牧牛があ

リノ登仙ま葉に真筆往ことである℡文化祭時の巌野舞の象や轟きものば徴の剖こよる。

或々鞠乳は′級の尊はJ固鉦級． このものであると膚じている。



135）

この三°ドリムシを私たち鼓物都では． ララ亀吉仁勿′老度に勉ん空． それをピー

万一に入射．．ズミドリムシもー諸に入れて数日ぬくと塔直します。 この寂をス

ポイトでステイドガヲ末に一萄ヒり頃歌廉さ橙廃し乙みると． すごいズピード空

腹前を象りすぎていく。 このミドリムシ照準あおはノベん毛のある方を岩にしノて

体の軸を中心七し． 少ルグル回転し放水ら畳むのごす。 この藍勅の敦LL＼ミドリ

ムシを成定するの珪ノちよっ七ばかり鹿かLL＼です。 固定乾とし乙アラビア溶

液かノ充封ノヾヲプィン空駿府します。 この固定客毅を使貯しますとノ畳鄭武に忍

く灯り．べ人毛や主監み方がよく観衆空きます。

栗に浩御方速を記します。
・

わらをjc勃勉の夏雲に灯リノ水の入ったビーターに入れてノ免フ～／の柁確度

め愚衆ごネ、が恕ぼりけがあ石ノ乾施色に変わるま空く約3’βオ嘲ノ充分に恕する。

わら色取り出した夜をち奉玖ご渡します。 その夜をごみやほこリガこノ＼らない疎に一

雇東壁遷します。 ぞして小農色麻つめて前の衆に入れまおこうして雇った療養

夜の中にミドリムシを2、3匹入れで日食に変直しと患きます。 瀕上武だいたい

の方凄さサボ． ッヾグリムシも同風こして癖慶します功で∴‥：ドリムシを入れる歯

によ塚ビ藍麿し紅いと渡がゾヴリムシご一番になりミドリムシを怒り出すのカ（む

ずかしく放ります。

中山東男（2年）

“カマキリ亡ヒいうあだ打水あちのはやせているせいか？ ・老献上も生物方画

にかいで・てい看せいかて芝のいわれは今だかって解明きれ乙い乱し東に新盤

軌は芝、一党賦来坊の感げボするか芝の遜りノ藩芝も山に空も健康にごかげて行く。
，

客人昏久男C2年〕

生物痢オー汐ノ変人，東口であるがいつもにやにやした（失礼つ笑し＼をラカ＼べZ

Llて／風が伺けば．
オヅトンガ土山め声打き声色吾とめで． 夜でも塵でもノ蔚っ

乙も障っても採集にでかけて符＜。

今後の夜の変人腐りに肺衛する。
′，
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庵　巣　の　着乞

アマ≡セイシ刀

十一‾‾ノ．

…〃‾‾‾‾‾
載問　大　野　年　末

i

「－

、ヨ符丁’旬． 木蘭亀力八′＼患増蚤畷所に背くと息中から山蕨に患藍するアマ三’

セイシカの絶自主古く、蛍るとノ． 放蜜L哲：竺ある武〕の舷が醇か圧乳腺をかもし掛れ

炭、JlO加dどndr紺亘ツツジ巌）の承紅慮周腐周東麿（：潜水雀画箕試験場ス留東女薗

）によオいざノこの凝励ます己にヱ戸醇ノ代に正戸に夢凄さ′えノし曜寮に鍵された怒錬状

ああLの肇7至炒る。

二の原題は′剛∂dOdのかの＝五年間厄年兢妙高之セイシカCヤエアで也

イシまリとして軒廟の石庭． 番ノ象の山鯉に分布しているがノ佐野のアマミセイシ

カはその変種C√射∴a孔釦両だ仇空α加バ）ヒ訂っており． 分布蛤凝放されZL＼

云ク曽竣村の石夜ノ大和村の嶺禿ノウ芝田軋敏田廟こもあると首われてい透水舷

の出動］束番療βため喝． らかで溜n㌦ンいす廿日こしてモノぞの分梅は上記港暫斬村議二

．
雌にあるとしてもー部に限られているのごはないかと雇われる∂従ってこの薇

品線を扮代髭的薇物七し芝電象瘡宿直悉万石子叉． 訟屠地物． 或は薗真影鹿とし

て和泉頗労相値がめると魁わ射ること二審からこの勅に将する多少の楷象と．

二刀紹鴎診2、3について簡単に証す車にす香。

；二く柚∂dendrのIe通PO山間Haya掲レarA朔ゑ椚Je刀どの〝i

アでミセイシカ

濫木ヌ巾ノト薗太、さ全線敗義教
ノこ＞叫〇〇．くニhCpくニ熱く＝

艶は数放′）ノ∂放拇外裁璃七そう生＿ し′　諺、き

慮地職場（3琴）

解剖学の叔威老？ とも富えるほど静観惑空合等度芭野太を占匹ほど聯蝕して

いる吠まだあき足り放いらLl＼。

大声で藩をし打いと細身水魔いてくれ甘いと怒っているから． 級の醇を薗くと

き齢耳に盤をレておいた方がよい。 二九絵越の生財部貫の一敬した露見ごある。
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j紆／／ク犯C

洛紆／、∫乙々花／

洛密久g脚り

巾釣2れノ

最：梅田形を放

し怒魂i老るし

・、、r一・ご∴lJ二二

貌喝に！ （／

数枚星線状に

つけ艦親． ㊨－

2、g‾ク〆． 砿

霧捗ろう斗米

で象． 空承㌢76研一ノ

艦径．紆占C〃雅之五＿

箪つ′・…斗、． 、．一・

個の雌甚＿ぐ煎よ首

α呪JL紹乱こ／ロ

膚の施温C朝夕β碗

謄寮腺本より後尾

（ろイヴ，占3）

別の坂存仇れ弼／eヤ∂ん釈

拗／αねレ探rα郁々がビ花e♂九秒／

アマミビイシカタう

ばかりで最澄あり

）が潜り共に湾密する。 3痔中旬より咲き冷め花芭療淡紅色ご下旬県には一杏に

咲き凍い忽めて考厳を藍する。

備者一息疎地祇多く屠虹する薗像で躾る賠寂をいためやすく移植膣周廼曇働

き。 但し盈彗訂勅封巻窟つけ七を轟けたままであれば夢並も審矛さあ茅。 喝

にこめ避蓼は森永椒下に多い髭から象ると訝塵塚析出竣風と向園地を避けた

方が象いと感う。 撃度に教本夢渡した叔教組と腺の励夢の鹿恩珍んどノ拓薮し

果歯車畝（3隼）

生財部だば小村訂体薗・ご． いつもチ多コチョコグい之いる。 部象ではたい姐＼

一人でこつこつと研究（？ ）レてい至施′グリ、クリと宙がす乙にきれZも． 勝仁

に＝ヒこしている。 どっか足り訂いのかもしわ倉い（密教のカは． もちろん定リ

白、いが）



・（3占）

てしまって′一本だけ辛ウじて吐き或フこいをのき変身保護レたいい鑑釘付

渡の万古‥－‥シルがグヲ。

Rhododendro－nSCa． わrは御丘」入のし

ケヲマヅヅジ、

永群虜におけ寿泉も酋鼠のツツジ芭全身倒るところの山風二日盤する。 小夜木

で液ぬ飽く全観顧単打増毛を生ず、萎OC但I一占い茎は謹む巳〕、貴は狭碑行形久

也旗印円形ざ硬く淘域鍍形、鷹栖古へノ／β由れ． 葉身えぐへ′／ク物乙ノノ巾人g′～

∂〝乙．華は！ ～＃磁致翻引こつけ／～′2お花の碑毛があるふ観を商す。 及悉

はろう斗米ノ径∠へ亮テロ耽． 泰色C鹿色）を勘． 音数するα時ヒ蜃腰た裁庖去れ

鍵巽に玖される¢療威風が奄美に分布す否。 方富・‥－‥ヅヅジCゴヒ大圏）。

花期孝′一）g雇主

R毎dβdどれdrβ刀丁妻5信r∂7母屋尤物

サグヲツツジ

永野彪全額の山地に留乾せ碁盤太又は八駄ご腐乱は沢田色を星すβ，葉lま窃漫

3凍鬼ノ輸生米につきノ削ぎ璃円形ご功崎は為蜜放生ずる水すぐ無象と放るゎ東

面也深疲芝光末次あり． 葉蘭法談色ノ尼接：盈地に2′）3個敷． 線状ヒつき太観

点／～2甜Zノ軌は人形芝ある¢定昇はろう斗米ノ舷色ば痩紅をおびた包色． 肱

覆し．タ、g～′友伽ノ無象． おしべ／0本． 抵盤焙滴々とび出して． 長さ妓㊨2、g謝．

宏碗／之（ノこヲ紹㌦

荷車本． 群身空痙時に薗太とぼり離山こ不現則訂輝でわし凸凹）を生じ剋敢

すれば光沢をあが． 美麗怒る事ヒ叡襲優敢訂碁をもって床足寄として泉寮叔

に古市し、られノ南砂鮒である。 純は粛々困酸さ診るが碩度し尊をすると可

髄である。 方富∴・アマザグヲ（永薗）か

改定鱒は年〕

日がギゴロリこして． どっかカ工励二観てtlる也＼か． よくオヅトンガェ心や

イシカワガエ心を採集してくる。 シェベイツワ一博七を尊敬し． ラムバレネ腐隊

のことを竜・したり． また歩め呑吐代の身とも富ラべきマダガスカル盾のことを諮

LZはよく毒をかんごいる。 研廃熱むごは人後ヒおち訂Lも。



止ノノ

R如dPdeフldr仰5／椚∫HP／虎刀C信

ダイワンママヅツジCトウサッ千〕

大都村直義碑及び備え紛藩乗C促し癒え軌衷醇査）に留鼓する修カ＼養永さ一兎

前記ケラマヅツジに形々似老いるカご′葉j吠薗めてカ＼きぐ温楕蹄形である。 （紫蘭

細占都耽． 寮身㊨2、g／～3勿れ和郎／、よ〝乙）甚だしく劇＼健とある事言畝許

が水密る車C細／、沙～2、g〃仇）。 若色ガ茨柴を去試た紅色である宙ク患細か3

時中骨／＼JT留灯る争奪欄しい． 恕巽東さあ否。

傭着水慶に於ける分布は凝敢されノ東壁註再起であるク又啓白呼出一面の

倭健リェウキェヴチクマの牽東芝あり． この中にオキナグハイオズ、及びこ

のタイワンやぞツツジが鼠色し． 喝艦の顔C3日中、下切）蛙承必中に泉毒し

する紅功、リップの淀泉ヒ酪LZ観て砕ける轍巌大訂溶孝の遼東久頗蘭し

組物地である。
、

玖上本群噂に葛生するR毎dpdどれdrO¶（ツツジ席）につLlZ賂叙してみ

たがノ矧こアマ三世イシカノタイワンやマップブ客はこれを数分に欽壊し． 塔鹿

に努ガすればあ泉の観光資源ヒして邸光象脊誹る蓼庄必至である。

森噴霧手

記中． 握手

この二二人は中醇時代からのコンビだ状． ロが軌＼軋いたずらをする轟ノ或鍵

の低空藤行というところ武ニノしカ其薗点在ある。

仕叡二は敵杷訂のだが． たまたま叡尊に魅ガを感じノ捷軌にありつけない。



・、、ご三．
、

ニ∴：．．
＼： 安　　登享　　雇尿　春代

柏崎三を子相克覚書

この融グループ空ああLやベ香車と食べヨ車をのきいで患何音放り衝が左目。

歓舟慶ぶ集まるとまるさ蜂の巣をつついた氷ににぎやかになる。 芝してすぐロ

に出すのが：棟廉鹿足。 栄泉L悪者とキ虜でもゼこきも葱気に入、つて布｛ク男手部

項もノおどろくぼか1だ。

本圃清美

動昭は動くのでこわい水庫矧ま狭泉するの水溶きだ。 裟物部に入ってから血ラ乾

判定に粟嫌がでた芝ラビ∴密患朝は敦かったLは害え注し＼ヒ衷人は育っている武

○

易俸手伊東Å＼リ代

射ごめ遵腰の各牲壕を灯るために入掬したのですがノ打に水なしにもっぱら部

針二田軒し′こ按おしゃべり′凝集盈垣に艦を牽かせるヒl－った瀬音のコンビで丸

部　記　紺j7年度
ヨ留

年紹

，′：リ

グ官

営官

，・’J昆

患泉の尿船廊J＼津野へ凍鰍行（2名）

水夫ダーー邑碑げ部の勝介。 令等東部巽孝∠葛

2グ日新大部数歓迎をか淑才で回耗無象を薗∴一一崎腐「～→氷菓

野犬の解剖ノ蛭がに忙應獲患史襲来軟

駐村村凌仲間への渡集金〔／／名〕

野太．
功人工椙囁護敦賀玖（2匠〕央欺

きいろすずめばち⑦巣後夜由粗菓に符＜（感土へつ失政．
。
ぞの夜イシ

カワげェ山を凍かく♂翌日、巣を． とる。



ノ／月

／2－紺

2日

CJの

3日． 鑑貯廊ノ教醇からアゼミとイシカをとってき乙扱えるPC2名）

醇を虜から女イヴンでマ、リヅデを放りよこし． 君画に奄見る（牙名立

劣甘．席崎今オヅトンガ工ル怒泉

ノ0日ノ永茶碗へオ、yトンガエルの夜向怒泉． 獲物庄レ

／7′）／夕日文化原画箕紺と果樹で好蓼． 貞教ノ庭袈農． ニワ

トリ．小イ妥ノネズミぼど勿解鞠． 東致． 頭徴鹿屠寮ノ凌型． 尊者動

物棲息座席ノ虹夜型測定大好辞

吏亀原皮窃Cニワ十Oのズーナノカレーライス⊃

変勝山へ放集会

OR】ENS原萄メ灯

OR！
E卜JS発行
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芳許

癒失

轟
政

轟
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藤

泉田腐＝；多

田甲競享

受文子

本部葡吏

伊東ム、ゾ代

南を藤野古

布安藤町g

萄賓酵町2

両変勝町古

ふ宿町

山千町／

伝馬昭「一♯

新1輔町／

金久圃「・ア

帝安静吋古

albo
長方形
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ク
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∫尋乾

く召募＞

3竜乳

牛・範

磨

寵

留

「

周

周

　

葡

顔

「

萩

中

鼻

「

∴

穏

灰

醇

璃一手

燈美保子

笹子

崎三愛許

患家手一

度孝代

田専

略解産

山凄．
男

、、昏‘・Ⅰ璽

墟

好

畝

碗

監

垂

地

圏

ま去釘． 2

生産増丁． 古

学町！ ヂ

拝観町ダ

密安静町古

失墜町／

鹿町． 之

百田町／

古田蘭‾／

怒層密． 2

金ズ町． 必

酪酸藤野古

◇争尊厳賭あまり朝石動が藩発き甘かった♂またORIEトはSも／2日中空息

発行しようと患っていました伏ノず碁ずると等を醸して2声引こきで打ってし

まいました。 まことに頭愈さす。

◇啓乾′新‘ボ／． ヶ局ダフずれZ産れてゆくよクでちょっと淋LL慄放しま丸

◇しかレ至れ空もどうにかケ書き♂石部電鍵をまとめてORIEN5才虻膏と

いう滑子にまとめること彿芝きて．
生物部領一軌廿カ、ら屠元だいます。

◇尿砲をいただきました大野転生． 東歌餌の蘭患盤ヒ感謝します。

◇春の日和のつづく空ようこめごろ． さす次に奄美大患だ打と感じさせら刺ま

すクでは今後の生物部ヒORIENSの藤展象祈って． ペン乾置くことにし

ましょう。

廊寮衰産着栗野変乱

albo
長方形



CmENS　　才4号

離職

祭好

、甫嶺一発窮、

却屑「珂

班拍‡三昔争う腎㍉ノ与可

謂持打ヱ才一等三月亨二フ01考

東署璃県立六時蒔車掌餃

壁二親郊

し葛輝蘭画二婆肺町、今更D

昏慣市山下耳「止雇E

二更二貴、プリント毒し

7吏⊥ムグロ
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